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研究概要

　太陽の光の全く届かない深海には地球のマグマの熱を

主なエネルギー源とした生態系（海底熱水系）が存在し

ます。我々はそこに住む微生物を研究するために現場培

養器を開発しています (図１)。写真の培養器では，海

底熱水系で不足している栄養分を含む岩石を担体として

用いることによって微生物を固相培養します。海底熱水

系は 300℃もの高温なので，培養槽内を３つの層に区切っ

て層間に穴を開け，熱水－海水間に自然に温度勾配がで

きるように設計してあります。採取された微生物は室内

培養により単離し 16S rDNA 配列から同定して生理・生

化学的な研究を行っています。

　図２は最近我々が単離した，超好熱性古細菌（至適生

育温度 90℃）Thermococcus sp. TS1 の顕微鏡写真です。

この菌は海底熱水系のウィルスに感染しており，２４時

間も培養すると体内のウィルスが活性化してほとんどの

菌が死にます。しかし，細胞膜は壊れないために，細胞

内が透けて見える透明菌として観察されます。透明菌体

内には細胞質はほとんどなく直径 50 nm のウィルス粒子

が見られます。我々は，生命誕生の場と考えられる海底

熱水系において，このウィルスは遺伝子の水平移動に関

与しているのではないかと考えて研究を行っています。

また，細胞質の溶解に寄与する核酸分解酵素・タンパク

質分解酵素の研究も重要なテーマです。

　高温とならび地球上に比較的頻繁に現れるもう１つ

の極限環境－高塩環境（４M NaCl）を好んで生息する古

細菌もいます。そのような古細菌はバクテリオロドプシ

ンという動物の視物質に似た構造の色素タンパク質をも

ち，通常とは異なる光合成をしています。我々は，古細

菌の光合成系でも，光エネルギー利用色素と光傷害防御

色素があることを明らかにし，それらの生合成における

光と酸素の効果を研究しています。
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